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近畿大学奈良キャンパスにおける野鳥類の食性

近俵大学農学部蝕学科 
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はじめに 食性の解明は不可欠である｡しかし,日本におけ

る野鳥の食性に関する知見は乏しく,また地域的

近幾大学奈良キャンバスは奈良市郊外の豊山を 遼いも大きいと思われるので.その地域での実地

主体にした丘陵地にあり,自然環境に怨まれてい の調査データが必要である｡

る｡雛著らはこうした環境を教育や研究に役立て 1

0

これまでに当地で食性の記録のある野鳥額は3

ることを目的に,そこに生息する生物を調査して 種頬で,この種頬数は当地で記録された野鳥塀の 

野鳥については6種が記録さ発表してきたl~㌦3 3/1 ほどである｡しかも,ここに取り上げた31種

0すでに報告したが日,その後2種余りが追加

され,また生億的知見も増加した｡ ないものと思われる｡完全な餌の把握は不可能に

野鳥棟は生態系の中にあっては,植物の種子食 近いが,今後当地q)生棲系を明らかにしていくた

の唖額や昆虫食の種塀,さらには猛禽頬のように めの手掛かりの一つとして,今回,これまでの結

両棲 ･柁虫薪や小型鳥塀,晴乳薪を捕食し,食物 果を報告する｡

連鎖の頂点に立つような種類からなり立ってい

る一)｡さらに,種子食の野鳥頬では種子散布にか

なりTf献していることがわかってきた='c Lた

がって,豊山の生膿系を埋解するためには野鳥の

れ 類についても一部の磯類の餌が記録されたに過ぎ
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ト1ltpae(調査方法 )

ヨウシュヤマゴボウ (果実) :1995 9-Ⅶ-

70X7199 卜2,199カラスザンショウ (果実): -調査は 1 年より,近世大学奈良キャソバス 

(奈良市中町,面研 : Z)km12.

599

ト1,199 卜22.IX-78
I
X-で定税的に行な

っているルートセンサスの際に観察できた摂食行

動と任意調査で確認できた食性によった｡食性は

すべて肉眼や双眼擬,望遠鏡による直接観察法刑

によった｡これらの観察で判定できないものは,

鳥塀が飛び去った直後に採飼現場に行って.餌の

桃頬を可能な限り確認した｡確認した餌の使節は

i

直径教mmの果実を好むようで,特にカラ

スザソショウやタラノキのような黒 くて堅い

果菜を摂食している例が多い｡これらの果実

カウセミ Al oa (4.

タラノキ (果実)

を摂食することによって,種子散布にかなり 

jl献していると推察される｡-

Ldce isllEi )
nnaeus


8

4

8

-

1

6

-1J-7
6
,199 X ,199

199 V1,199淡水魚頬 : 

1

--75-
Ⅹ

4


-

1

6 ,199 Xll

,199

によった｡野鳥の倭の配列 .学名は El木鹿島額図

鑑=により,食性を確認した年一月 (ローマ数 -Xl- 3.1l-X18

字)一日の順に記推した｡餌の利用部分 (植物の

場合は果実や花蜜等)も可能な限り記服した｡な

お,今回は実際の飼だけでなく,ついばむ行動や

餌に対する攻撃行動あるいはハヤニエなども記服

した｡

いずれも,構内の調整池で観察されたもの

で,特に,秋季～冬季の観察例が多い傾向に

ある｡この他,止まり木付近で魚頬のベリッ

トが観察されているので,本柾の主要な餌は

淡水魚規と推察される｡ 

5

Lltc5.7オゲラ P ∫a

た摂食行動を,プレートに写正で示したが,これ ヤマガキ (果実) :199

･klJe emOW aT iknc
m
当地 (近攻大草奈良キャンバス内)で鞭影でき

4.-631-Ⅹ- ,199 Ⅱ1

らはすべて揖者が投影したものである｡なお,同

じ種類の野鳥でも餌の機構が異なっている場合な

ども掲載した｡

調査結果

構内に自生するヤマガキに飛来して,熟れ

た果実を摂食するのが観察された｡本種は木

の幹に止まって,畔で幹をつついて,中の昆

虫を食べることが多いが,木の乗もよく食べ

るというLZT.また,当地では,生のヒノキと

枯れたアカマツの幹を叩 くのか観察されてい

1

innaeusiJneea,Adre

当キャンバス内ではこれまでに,以下の3健頬

の野鳥の食性が記録された｡ 

ac L
6.

る｡ 

コゲラ kncTekLiIzdrocopoD〃e sk i( mmi )
 
ltpa( eI )3-2-1.7オサギ 

ウシガエル :j99

本種は人草の校舎付近の調整池でしばしば

02-V-8 9.2-8カイガラムシの1種 :199 Ul_
 

innaeuslusCinnFlac2.

ヌルデ7シ7プラムシ :199

観察されるが,上記の例のようにウシガエル ほは確契な朗はケヤキにつくカイガラムシ

を捕食しているのを確認できた｡当地にはウ のl魅で,幹や枝に縦に止まって,噺でたたき

シガエルがかなり生息しているので,7オサ ながら摂食しているのかしばしば観察されて

ギの誼重な糾となっていると思われる｡ いる｡また,ヌルデの木にヌルデフシアプラ

チョウゲンボウ ot yll L の大

4.2-Ⅹ-6

mムシの作った虫嬰 (虫こぶ) (直径教c 
1-n

X

5

7

マヒワ :199 7(

イカル :199

攻繋) きさ)をつついているのか観察されており,

l卜23(攻撃) これも餌として利用されていることは確葵で

0マヒワの例は,数 1

グサの磯子を摂食している群れを興ったもの

IEEでメマツヨイ羽のiL l ある｡この他,ヤマフジやアカメガシワにで

きたコウモ リプアの穿孔口をつつく例も観察さ

/litac7.btre3.

で,この時は,揃趣に失敗 した｡ イカルの例 れている｡なお,つついていた木としてはア

も,カラスザソショウの実を技Tt食している数 カマツ,ヒノキ,サクラ (ソメイヨシノ).辛

キジバ トS セグロセキレイ Mo ag

01羽のイカJLの併れを喋ったもので,この時' リ,クスノ車,カラスザソショウが記録され

も揃教に失敗している｡ ている｡ 

haLtailhrena.2'Pltoeao S( m) harpeisdZllaf S
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7力 トンボの1種 (成虫) :1997-Ⅹ-2I.

フカトンボの1唖 (恐らくアキ7カネ)を捕

まえて摂食するのが観察された｡本一位は水際

を歩きながら昆虫等を捕食するが,飛び立っ

て飛期中の昆虫も捕食する]". 

8.ヒヨドリ Hvsb/･ m tlOi T mmic)bleLSa aL･ls (e nk

(pae )lt卜4 

モミジイチゴ (花蜜) :1995-Ⅳ-6.

ツバキ (花蜜) :1995-Ⅴ-5,1996-〟-25,1997 

-m-9,1997-Ⅵ一13.

ソメイヨシノ (花蜜)二 61-4 7I-199-V1,199-V

11,199-V1.7I-2

サザンカ (花蜜):Ⅰ999-Ⅱ-16.

ヨウシュヤマゴボウ ( 199-V1.果実) : 5fl3

ヤマガキ (果実) :1995-‡卜23,1995-Ⅹ-28, 

J998-XJ-5,1998-X1-29.


クサギ (果実) :19961IT-10.


ヤマウルシ (果実) : 6r-199-VH.

コジキイチゴ (果実):1996-Ⅵ卜1,1999-Ⅴ【卜8.

ウワミズザクラ (果実): 6Vl4199-J1.

タラノキ (果実):1996-X1-27,1998-Ⅹ一日.

クスノキ ( 199-l-9果実) : 6X12.

クロガネモチ (果実):1997-ト26

ツルゲミ (果実): -V2,2000Ⅴ51999I-9 --.

シダレザクラ (果実):1999-Ⅴ-30.

以上のように,本棟で確認された餌はすべ

て▲植物質で.昆虫類は未確認である｡この

うち,コジキイチゴの果実を頻繁に運んでい

た日があり,雛に与えていたものと推察され

る｡本毛足は,TE蜜の摂食においては受粉に,

来襲の摂食においては成子散布T'にかなり歪

要な働きをしているものと推察される｡ 

9.モズ LallsbtEIh I mricHtt lC-)allSTe nn k& 

Sclglhee

オオカマキリ (ハヤ二工) :1998-X卜29.

ウルマバ･ソタモ ドキ ハヤ二エ) : 8X19( 199-7-.

ツチイナゴ (ハヤ二工): 7r-.199-V7

本倭ははは年中観察できるが,実際の摂食

行動は観察したことがなく,ハヤこ工が観察

されている｡構内の虐地に多数生息する直趨 

(バ ッタ ･コオロギ)頬がハヤニ工の対象に

なることが多いようである｡ 

10ジョウピタキ Pheiz sarrtt Plls. ollcmt uoes(aa)

カラスザンショウ (果実):1998-ト3.

ウラジロノキ (果実) ̀ 1995-X1-JO. 

ムラサキシキ7 (果実):1998-Ⅱ-3.


クロガネモチ (果実) :1999-X1-21.


蛾の幼虫 :1995Jl.
lV2


カメムシの1種 :1995-X1-10.


本柾は冬.Etiで,10月～4月頃に見られ,餌と

しては果実と昆虫類が確認されている｡上記
果実は樹上で,昆虫餅は地上で採糾していた

ものであった｡ 

ll. tdL alldL meiシロハラ TlrlS♪ ilSG ln

ヤマガキ ( 199-12, 8X19果実) : 8X-3 199-I2.

本倭は冬鳥で,林床で採餌することが多い

が,樹上で果実を食べることもあると言う13'｡

当地でも林床で採鯛する行動がしばしば観察

されているが.餌の椀頬は確認できていない｡ 

12ツグミ Tr Slamam Tmm c Pae. udll tLL n ' e ink(lt

ト5-6)

タラノキ (果実):1995-XJ卜8.

ヤマガキ (果実):1996-I-12.1996-卜25, 

)996∬ 4 8X-3 8K-9- -,199-12,199-l2.

クロガネモチ ( 199- -5 61-果実) : 6Ⅱ2,199-V

14,19961V-2L,19981Xl-23.

ヌルデ (果実) :19961X1-19,1998-K卜28.

ソヨゴ (果実) :1999-X1-21.

本範は冬鳥で,木の袋を食べることが多い

が,昆虫類も食べるというlI■｡当地で確認で

きたのは,すべて樹上の木の実であった｡た

だし..地面で単独あるいは群れで採飢してい

るのをかな y)観察しているが.朗の機構は特

定できていない｡ 

13工ゾピタキ Muccp ysi2lll Sino). siaagiesca (w he

7オマツムシ:1996-X-5.

本感は秋に通過 (立ち寄 り)するのかしば

しば観察される｡上記の例は.林操部で低木

に静止していたアオマツムシを捕食したもの

である｡外来尾虫であるアオマツムシは当地

にかなり生息し,秋季に鳴声がよく聞かれる｡ 

14.エナガ Aegithaloscaudatus (Linnaeus) 

(pae Ⅱ-1-3lt )

ウラジロノキ (果実)二】997-Xトト

カイガラムシの1種: 6‡H5 6‡1122199-l ,199- - . 

1998-X1-29

蛾の幼虫 :1998Ⅰ-29 -Ⅴ-,1999X-Ⅴ ,1999 5 -卜 

21.

はば年中観察でき,構内にも常典している｡

春季における蛾の幼虫は柾に遜んでいたもの
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である｡また,秋季～冬季にはシジュウカラ,

コゲラ等 とともに混群で鵬内のケヤキ並木に

飛来し,小枝をつついているが,これはコゲ

ラと同様.カイガラムシを摂食しているもの

である｡その他,よくつついている木はクス

ノキ,カシ頬,ソメイヨシノ,カエデ等であ

る｡ 

15ヒガラ P･tSae ines(lt -), ari trLnau Pae Ⅱ 4

クロマツ (果実):1997-ト26,1997-Ⅱ一23.

冬季に見られるが個体数は少な く,全 く見

られない年も多い｡クロマツの小枝にu=まり,

松ぼっくりの実をほじくって食べるのが観察

された｡ 

16ヤ マガ ラ P rsvrlSTemmic. au aiE n k & 

Sclgl(lt --7hee PaeT 5 )

エゴノキ (果実):1996-Ⅹ-6,20001X-28.

クロマツ (果実) :1997-ト26,1997-Ⅱ-23

イラガ (前蛸):1997-ト26.

蛾の幼虫 :20OO-Ⅴ-5.

秋季に庭園に植栽されたエゴノキの粟を教

羽が来て運ぶのかしばしば観察されている｡ 

2000年9月の例では数 日間で1本のエゴノキの

すべての実が木椀によって持ち去られてしま

った｡本棟はこうした木の架を運んで貯える

習性があるがl土,当地での貯蔵場所は確認し

ていない｡ただし,エゴノ辛の実を運ぶだけ

でな く,自らも時々摂食 している｡その他,

ヒガラと同様クロマツの実もほじくって食べ

ているのか観察されている｡ 

17シジュウカラ Prs111aO nau Pae. au -JrLines (lt

Ⅲ-1-3)

ヤマウルシ (果実) :1997-ト26.

蛾の幼虫 .1995-X13.1997-Ⅴ-6,1998-1V-

29,1999-Ⅴ-9.

オオカマキリ (卵):1999-正一15

春 季の蛾の幼虫の記銀は,典の近 くで観察

されたもので,恐らく雛に餌を迎んでいる場

合と考えられた｡ 

18.メジロ ZoslerobsjaPonicGTemminck& 

Sclgl(lt -- )hee PaeⅢ 4 8

ヤマガキ ( 199--3 5‡-0.果実) : 5Ⅹ 1,199-11_

1995-X卜8,1996-ト7,1996-Ⅱ-18,】996-

_ill-29,1997-Xl卜29,1998-Ⅱ120.1998-Xl 

25,1998-Xl15,1998-X1-23.

カラスザンショウ (果実):1995-‡l卜3,1996-

XJ ,199-H6 6XI1,199-J 9卜3 6X-.199-l14 6X卜2, 

1999-I-2,1999lIl4.

ヤマウルシ (果実):1996-Ⅲ-3,1996-Ⅲ-24.

タラノキ ( 199-T2.果実) : 6Kl8


ウワミズザクラ (果実):】998-V卜4.


ヤマザクラ (果実):1999-Ⅴ-30.


ゲンノショウコ (果実): 6X-i.
199-lll

クロガネモチ (果実) :1997-ト26.

へクソカズラ (果実) :1997-ト26.

ソメイヨシノ ( 199-Vl,199-Ⅴ花蜜) : 6I-l 6Ⅰ-

14,1996-Ⅳ-21,1998-Ⅳ-5.

サザンカ (花蜜) :1997-I-26,1997-1-24, 

2000-孤-5.

ツバキ (花空) :1997-Ⅲ-9,2000-ET-5.

当地の野鳥では巌も餌の観察例が多いCヤ

マガキの熟 した果実にはよく飛来 して果肉を

食べる｡カラスザソショウには教羽～10羽ほ

どの群れで来ることもある｡また,花蜜も好

み,冬～春にかけてその例が多く観察される｡

しかし,夏季における餌の記録はない｡

以上のように,本税の食性は多様で,採餌

記録も多いので,ヒヨドリ等 とともに種子散

布にかなりij:献 していると推察される｡ 

19ホオジロ E Le'acodsBad PaeI. ubrzz iie rnt(一t V 

-1-2)

ススキ (果実) :L995-Ⅹ-22,1995-Xl卜27. 

1997-‡卜25.

昆虫類 :1997-Ⅴ-6.

蛾の幼虫 :1999-Ⅴ-9,

冬季にはススキに止まって.轍をついばむ

のが観察されている｡5月の昆虫の例は雛に餌

を運んでいるもので.蛾の幼虫は自らが捕食

したものである｡木槌は1年中見られる｡地上

でよく採餌しているのが観察されるが,餌の

範頼は確認できていない｡ 

207オジ E7tl･z pd)ゆhl alls, TbJiasulr aaP a

ススキ (果実) :1996-‡卜23.

ヤマハギ (果実) :1996-X]-23.

冬季に見られ 地上に落ちたヤマハギの実

などを食べるのを観察 している｡他面での採

餌が多い｡ 

21カワラヒワ Crulssmc ( nau). adei i'a Lines

(pleI-)at V3

セイタカ7ワダチソウ (果実):】9961V-7.

スイバ (果実) :】997-Ⅴ-20. 
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主に春季に見られ,セイタカアワダチソウ

の例はかなり長い時間をかけて,乗を食べて

いたものである｡ 

22. adtLssiL Lnau)(ltマヒワ Crzei pmS (ines Pae 
IV-4-6)

メタセコイ7 (果実):1996-‡卜23,1996-‡I卜 

15.

オオバヤシャブシ (果実):1996-Xlll14,1996 

-XII1.-5

果実) : 6 l .メマツヨイヴサ ( 199-XI-15

クロマツ (果実) :1996-Xlll15,1997-XI卜23.

サワラ (果実) :1997-nl-2.

セイタカ7ワダチソウ (果実) :1996-Xlト29.

ケヤキ ( 199-V1.若芽) : 7r-3

主に冬季に見られるが,全 く飛来しない年

もある｡数羽～教10羽の群れで.上記のよう

な植物の実を食べる｡植物体に止まって食べ

ることが多いが,地上で落ちた種子を食べる

ことも多い｡ 

23.オオマシコ Carpodacusroseus (Pallas) 
(paeV 1 3lt -- )

ヤマハギ (果実) :1997-1-20.1997-ト23, 

1997-ト30,1997-Ⅱ-ll. 

1996年～1997年の冬にのみ飛来が記録され

た｡このシーズンには数羽で餌を食べるのが

約 1月間観察されている｡地面での採餌が多く,

植栽されたサワラの木の下での採脚もよく見

られたので,その実も食べていたものと思わ

れる｡ 

24べ二マシコ UalSSbrcs ( a). rgL iiiu Palls

(pae--6ltV4 )

ヨモギ (果実) :1995-Ⅱ-15,1996-帆-16, 

1997-Ⅱ-2,1997-Ⅱ-23.

セイタカ7ワダチソウ (果実) :1995-Ⅱ-15, 

1996-正一29.1996-X1-17,1996-X1-23,1996 

-Xn-3,19961N卜6,1997-I-25.1997-Tl-2, 

1997-Ⅱ-23,1998-I-3,1998-XJ-29.

イタドリ (果実):1995-Il-J5,1995-Ⅱ-16, 

1997-ト25.

コセンダンゲサ (果実) :1995-Ⅱ-16.

ヤマハギ (果実) :1996-‡1-14,1996-XH 7, 

1996-Xll-3.

イノコヅチ (果実) :1996lXI-L7.

7キノノゲシ (果実): 8L-5 7X卜199-U2,199-I

22. 

冬季に見られ,各種草本の実を食べる｡特にセ

イタカアワダチソウの種子を好むようである｡植

物体に止まって食べることが多いが,地上で落ち

た都子を食べることもある｡単独または数羽の群

れで採卵しているのが観察される｡ 

25ウソ P jLaI. hLa Lnau)(lt. yrr l vrr l i es P eu ) l ( n a

Vト1)

ウツギ (果実) :1995-正一9.

ソメイヨシノ (芽):1997-Ⅱ-10,1997-Ⅱ-16.

数羽でソメイヨシノの芽を食べるのか観察

されているが,この中に亜種である7カウソ

が1羽混じっていた｡その他ウツギの種子を食

べている記録がある｡本種は冬に見られるが

飛来しない年もある｡ 

26イカル Epoaproaa Tmm c. ohn esnt (e ink& 
Svlgl PaeVト2)hee)(一t

カラスザンショウ (果実): 7XT1,199199-I-8 7 

-XI22 7XII2,199-I-L,199-L- .199- -3 7XI2I 8I-

3,2000-ト5.

鳴声や姿はしばしば記録されるが,採餌は

上記カラスザソショウの記録だけである｡各 

10数羽～教 10羽の群れ (股も多かった群れは 

43羽であった)で樹上で採餌していた｡採餌

は同じ木で数日間続 くことが多い｡ 

27シメ CcctlaLtSC Ohaiis(ines. ooh･lSe OCCtrZSe Lnau)

ヤマハギ (果実) 1995-Ⅲ-19.

本唖の出現頻度はかなり低 く.1度だけ上記

の採餌が記録された｡ 

28.二ュウナイスズメ Passerrutilans(Tim･ 

mic)(lt -)nk PaeVI3

ソメイヨシノ (花梗): --, -V1.1999V 12000I-6

春に見かけることがあるが,頻度は低い｡

ソノイヨシノの花硬を食いちぎる行動がしば

しば観察されているが,実際の摂食は確認さ

れていない｡ 

29スズメ P emnaL Lnau)(lt. assr olmS (ines Pae

Vト4-5)

イネ (果実) :1995-Ⅸ-21.

ヤマガキ (果実) :1996-Ⅱ-18.

蛾の幼虫 :1999-VIL

圃場に栽培 したイネ (米)を食管したりす

るが,繁殖期には.昆虫を雛に与える機会が

多いようである｡植物体上でも地上でも採糾

しており,構内の芝生では時々教羽～数 10羽

の群れで採餌しているのが観察される｡この



J56 桜谷 保之

場合は雑草の都子を食べているものと考えら

れる｡ 

30ハシボソガラス CrISC 7eLines. ouL W02 nau

ヨウシュヤマゴボウ (果実) :1995-XJ15.

ヤママユ (南 -蛸) :2000-Xl卜6.

オオカマキリ (那):2000-Ⅲ-5,2000-X-24.

植物の乗の他昆虫叛も食べる｡また.ゴミ

荘場にいて,ゴミをあさっているのかよく見

られる｡また.夏には20個ほどのヤママユの

藤に穴があけられ中の蝋が食べられていたが,

これは木椀によるものであることがわかった｡

特に,道路沿いのTt柱の下にこうした食管をZ

受けた繭が落ちていたので,ヤママユの藤が

ついている樹上で採処して間柱に止まって捕

食したものと思われる｡ 

31ハシブ トガラス CrtS arryco -. ovLmCOhnhsWa

glr(lt )e PaeVト6 

タラノキ (果実) :1995-X1-23,1999-X-20.

カラスザンショウ (果実):1995-Xl卜3,1997-

X1-25.


ヤマウルシ (果実) :1995-XIト19.


オオカマキリ (卵) :1999-Ⅲ-17.


植物の実の他,昆虫接も食べ,オオカマキ

リの卵は30羽の群れで出現したうち5羽が捕食

しているのを確認している｡榔内の草地には

オオカマキリの越冬卵が多いが,冬季に食い

ちぎられた卵鞘をしばしばみているので,か

なりの個体がカラス煤に捕食されているもの

と思われる｡

考 察

当地で確認された野鳥類の採餅行動は多くない

が,植物の果実や花蜜,昆虫類,両棲頬,小型鳥

原とかなり多様なものが餌として利用されている

ことがわかった｡表1は利用頻度の商い (利用し

ている野鳥の唖類数の多い)順に餌の唖をまとめ

たものである｡このうち植物は機構単位で示した

が,動物に関しては威名まで明らかにできなかっ

たものが多く,その場合はある分類群単位で示し

た｡植物ではヤマガキが殻も多くの磁煩 (7健額)

の野鳥に利用されており.当地での秋季～冬季の

重要な餌となっている｡ヤマガキは校舎付近に胸

高直径が20cmのものが2本自生しており,特に,

メジロとヒヨドリの利用が多く.カキの熟期 (l1 

-12月頃)になると毎 El採餌に訪れる｡一方,他

にも若い木がキャンバスの林内にも点々と見られ

が,これらは小.如こよる種子散布で生育したもの

ではなく,タヌキなどの哺乳輝によるものI3'や

カラス燐によるものと考えられるCヤマガキは果

粟が大きく,成子も大きいので,どの野鳥も果肉

をつついて摂食するが,カラス頓以外は種子は飲

み込んでいないようである｡

次に利用する野,島の種類数の多い植物はカラス

ザソショウの5範頼であった｡カラスサンショウ

はキャンバスの山内に多く自生しており,毎年冬

にたくさんの実をつけている｡特に,メジロとイ

カルが揮わで摂食に飛来している｡この磯子は堅

く小さいので,野鳥が飲込み,種子散布が行なわ

れているものと思われる｡ 

4感懐の野鳥に利用されていた植物は,タラノ

辛,ヤマウJLシ.ヤマハギ,ソメイヨシノ.クロ/

ガネモチで,このうち前3種類は野生種で.後の2

唖燐が植栽種であるOただし,ソメイヨシノでは

果実でなく,花蜜や芽などが利用されていた｡タ

ラノキはキャンバス内にかなり自生していて,校

舎の軒下にも生育しているが.これは植栽したも

のではなく,造成後に桃子が運ばれて発芽 ･成長

したものと思われる｡現在では6-7mの高さ く樹

齢 10年程度)になり,癌年かなりの実をつけて,

メジロやヒヨドリ等がよく採餌に飛来している｡

すなわち.野鳥による種子散布は世代を超えた利

益をもたらしていると言えるかもしれない｡ 

3機構の野鳥に利用されていた植物は,クロマ

ツ.ヨウシュヤマゴボウ,セイタカアワダチソウ

の3機構で,後の2種類は外来植物である｡ 

2位頬の野良に利用されている植物 としては,

ウラジロノキ,ススキ,ウワミズサクラ,ツバキ,

サザンカの5機輝で,前3税額は野生種で.後の2

都規は植栽唖である｡

班りの25種類の植物がそれぞれ1健頬の野鳥に

利用されているもので,このうち7位頬は外来ま

たは植栽檻であり,18位類か野生種であった｡

以上.野鳥に利用されている40唖頬の植物のう 

27種類が野生でキャンバス内の山林や草地に自生

しているもので,全体の J/3にあたるL3機構が外

米または植栽唖である｡

もちろん当地では野鳥の餌の種類が確認できた

のは一･部に過ぎないが,かなり野生植物に依存し
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表 1 近攻大学奈良キャンバスで野鳥に利用されてい る餌の健類と利用している野鳥唖 
(織物で掛こ明示のない場合はJLilZを利用｡轍軌 動物とも利用L5機の機燐が多い掛 こ配臥 同数の場合 (織物のみ)は
地物図鑑桝の配列脈によった)

餌の種類 利用していた野鳥の種類名

ハシブトガラス
ヤマガキカラスザンショウ アオゲラ ヒ ドリ,シロハラ,ツグミ,メジロ,スズメ,キジバ ト,,ジヨヨウピタキ,メジロ,イカル,ハシブトガラス

ニユウナイスズメ (花梗)

ソメイヨシノ アオジ,オオマシコ,ベニマシコ,シメヒヨドリ ( 花車),ウソ (芽),
ヤマハギ 花垂),メジロ (

ヤマウルシ ヒヨドリ,シジユウカラ,メジロ,ハシブトガラス

クロガネモチ ヒヨドリ,ジヨウピタキ,ツグミ,メジロ

タラノキ キジバト,ツグミ,メジロ,ハシブトガラス

クロマツ ヒガラ,ヤマガラ,マヒワ

ヨウシユヤマゴボウ キジバ ト,ヒヨドリ,ハシボソガラス

セイタカアワダチソウ カワラヒワ,マヒワ,ベニマシコ

ツバキ ヒヨドリ (花密),メジロ (花密)

サザンカ ヒヨドリ (花妻),メジロ (花蜜)

ウワミズザクラ ヒヨドリ,メジロ

ウラジロノキ ジヨウピタキ,エナガ

ススキ ホオジロ,アオジ

メタセコイア メジロ

サワラ マヒワ

オオバヤシヤブシ マヒワ

ケヤキ マヒワ

スイバ メジロ

イタドリ ベニマシコ

クス ヒヨドリ

ウツギ ウソ

モミジイチゴ ヒヨドリ (花蛮)

コジキイチゴ ヒヨドリ

シタレザクラ ヒヨドリ

ヤマザクラ メジロ

ゲンノショウコ メジロ

ヌルデ ツグミ

ソヨゴ ツグミ

ツルグミ ヒヨドリ

メマツヨイグサ マヒワ

エゴノキ ヤマガラ

へクソカズラ メジロ

ムラサキシキプ ジヨウピタキ

クサギ ヒヨドリ

コセンダングサ ベ二マシコ

ヨモギ ノヾ二マシコ

アキノノゲシ ベニマシコ

イネ スズメ


蛾類 (幼虫) ジヨウピタキ,エナガ,ホオジロ,シジ:Lウカラ,ヤマガラ
オオカマキリ (卵) シジユウカラ,ハシポソガラス,ハシブトガラス
カイガラムシ類 コゲラ,エナガ,メジロ
ヤママユ (蝿) ハシポソガラス
イラガ (前蝿) ヤマガラ
アオマツムシ エソピタキ
アカトンボの L種 セグロセキレイ
カメムシの 1種 ジヨウピタキ
ヌルデフシアプラムシ コゲラ
ウシガエル アオサギ
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ていることは里山の生1B3系維持の点から好ましいT.

ことと思われる｡ しかし,今後,外来植物や植栽

植物と野鳥による健子散布の関係を明らかにする

必要がある｡単に,野鳥の朗の確保のために野鳥

の好む実のなる植物を植栽することは里山生態系

の維持の点から検討してみる必要がある｡

当キャンバス内における植生図が作成されてい

るが川,そのうちのある部分 (たとえばクサ イ

チゴータラノキ群銀など)は野鳥がかなり関与し

て成立したと推察される｡また.造成前の当地の

植物相●5'と現在の植物相の比較や分布状態から

野鳥による種子散布の効果叫が評価できるよう

に思われる｡

餌動物に関してはあまり明らかにできなかった

が,昆虫類では蛾の幼虫が特に雛の韮要な餌にな

っていると推察された｡蛾の幼虫は大部分梅食性

の一次消壮者で,野鳥による適度な捕食は里山林

の維持には効果的と考えられる｡昆虫類でもオオ

カマキリは二次あるいは三次網野者で,この卵が

カラス頬にかなり捕食されることは,生棲系のバ

ランスからみて問題を生じてきているかもしれな

い｡今後,カマキリを中心とした食物避緋を調査

する必要があるように思われる｡また,カラス類

の活動は,人間の残飯の処分方法などもかなり関

係していると思われるので,こうした面の対策も

必要である｡以上のように.里山に立地するキャ

ンバスでは野鳥の餅とそれを通じて起こる生態学

的現象 (食物連銀や種子散布など)を考える場合,

在来野生動植物,植栽唖,外来生物,人間活動等

の面を総合的に調査 ･考察する必要がある｡

要 約

奈良市郊外 (矢田丘陵)の里山林にある近世大

学奈良キャンバスで観察された31種燐の野鳥の食

性を記粧 した｡40種頬の植物と昆虫等の動物類が

餌として記録された｡股も多くの種頬の野鳥に利

用されていた植物はヤマガキ (果契)で,7種類

の野鳥が利用していた｡次がカラスサンショウで 

5唖放,次がタラノキ,ヤマウルシ,ヤマハギ,

クロガネモチ,ソメイヨシノ (花蜜など)で各4

機構の野鳥に利用されていた｡40種類の植物のう

ち2/3は在来の野生種で.外来植物や植栽唖の利

用は比較的少なかった｡動物では一次消焚著であ

る蛾頬幼虫の利用が多く,また捕食者であるオオ

保之

カマキリ (那)に対するカラス煩の捕食が目立っ

た｡こうした野鳥頬の食性を里山における植物の

種子散布や食物連緋の面から考案した｡
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1

1.キジバ ト (ヨウシュヤマゴボウ) 
199
5
-Åug. -9


2.
コゲラ (カイガラムシのl穫) 
8
-Nov. -9
2
 199


3.
コゲラ (ヌルデフシアブラムシ) 
6
-Otc.･･4
2
 199
4ヒヨドリ(クロガネモチの実)26. J -

J-an5
5.
ツグミ(ヤマガキの実)2 :1999 

an:9917
 

ltaP eI

6
Fbe.-5
6.
ツグミ (クロガネモチの突)2 199


近畿入学奈良キャンバスで観察された野鳥健の食性 (( )内が別の種煩)
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1.エナガ (カイガラムシの 1種)
 
29-Nov.-1998
 

2.エナガ (カイガラムシの 1種) 
6
22-Dec.-199


3
5.ヤマガラ (クロマツの英)2 7
9
9
1
-Fbe. -

6
(イラガの幼虫)2
 -ユ-an. 

ヤマガラ (エゴノキの英)28-Sept.-20007.


7
6.
ヤマガラ 199


plt 近畿大学奈良キャンバスで観察された野鳥雌の食惟 ( )ae Ⅱ ( 内が餌の稚煩)
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19
-.

3.シジュウカラ (蛾の幼虫) 

シジュウカラ (オオカマキリの卵)2.
 人-29
 pr 98
 
-Dec.-1999
15


シジュウカラ (ヤマウルシの実)1.

-Ja26
 m 9619
-.


6.メジロ (-クソカズラの実) 
-.4.メジロ (ヤマウルシの実) 26-Jam 19
97
 

5.メジロ (ヤマガキの実)24M-ar.-1996

ec29-D .-19
96
 

8.メジロ (ソメイヨシノの花蜜)
7.メジロ (カイガラムシの1種)

A-14
 pr:1996 
29
-Dec

la

19
-.
 96
 

p teⅢ 近世大学奈良キャンバスで観察された野鳥価の食性 (( )内が餌の機構) 

i 
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2.ホオジロ (ススキの実)27-Dec.-1995
 

1.ホオジロ (蛾の幼虫)9-Hay-1999
 

4.マヒワ (メマツヨイグサの実)2-APT.-1995
 

3.カワラヒワ (セイタカアワダチソウの実)
 
7-APT.-1996
 

5.マヒワ (サワラの英)2-Nat.-1997 6.マヒワ (オオバヤシヤブシの英)
 
231Nov.11996
 

plt 近畿大学奈良キャンバスで観察された野鳥健の食性 ( )aeⅣ ( 内が餌の種煩)
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2.オオマシコ (ヤマハギの実)20-Jam.-1997
 
1.オオマシコ (ヤマ-ギの爽)23-Jan.-1997
 

3･オオマシコ (地上で採餌)30-Jan.-1997
 

4べニマシコ♂ (セイタカアワダチソウの英)
 
23

.
-Nov.-1996
 

5.ペニマシコ♀ (セイタカアワダチソウの突)
 
23-Nov.-1996 6.べニマシコ♀ (ヨモギの実)15-Feb.-1995
 

plt 近世人#: ( 内が餌の柾煩)aeV i奈良キャンバスで観察された野鳥健の食性 ( )



)64 桜谷 保之 

-Jan. -(カラスザンショウの実)5 2000
 

-Fbe. - 199
7
 

.二L 

L ′ 

.ウソ (ソメイヨシノの芽)1
01


6
9
1


2.
イカル 

May
4.


-
-

スズメ (ヤマガキの実)1 9


ニュウナイスズメ (ソメイヨシノの花梗)1 1999
3.


5.スズメ (蛾の幼虫)I-Kay-1999
 

Plt 近畿大' (( )aeⅥ 羊奈良キャンバスで観察された野鳥種の食性 内が飢の椀煩)

-Fbe. -8


謙.F▼
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